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Accessには、フォームをデザインす

るための部品として、テキストボック

スやラベル、コマンドボタンなど、た

くさんの「コントロール」があります。

しかし、Accessで使えるのはそれら標

準のコントロールだけではありません。

市販のコントロールもありますし、他

のWindowsアプリケーションが提供し

てくれるコントロールもあります。い

わゆる「ActiveXコントロール」と呼ば

れているものです。

そしてその中には、IE（Internet Ex

plorer）が提供する「Web Browserコ

ントロール」があります。このコントロ

ールを組み込むことによって、Access

のフォーム上にもWebページを表示さ

せることができます。さらに、前号で

解説したハイパーリンクの機能ではIE

を起動してWebページを表示させるだ

けでしたが、このコントロールを使う

ことによって、表示されたWebページ

のHTML文にまでアクセスすることが

可能となります。Accessが本来持つデ

ータベースとしての機能と併用すれば、

Webの情報を取得／収集することがで

きるわけです。

そこで今回は、このWeb Browserコ

ントロールの使い方について説明した

いと思います。

はじめに、Web Browserコントロー

ルとはどのようなものなのか、そして

どのようにして使うのかなど、基本的

な内容について説明します。

コントロールの概観

まず図1と図2を見比べてみてくださ

い。いずれもdotNETマガジンのサイト

（http://www.shoeisha.com/mag/dotn

et/）を表示していますが、図1はIE、

図2はAccessフォーム＋Web Browser

コントロールを使っています。

IEはひとつの完成されたアプリケー

Visual Basic .NET

Visual C# .NET

SQL Server 2000

Oracle 9i

Access 2002

ASP.NET

Internet Information Services

Other:

Access 2003

Technology Tools

Level

Samples

★ ★ ★ ★ ★★ ★

✓

✓

Web Browserコントロールによる
Webへのアクセス
T'sWare

星野 努 HOSHINO,Tsutomu

http://homepage1.nifty.com/tsware/

第
８
回

Web Browser
コントロールとは？

はじめに



138 dotNET Magazine 2004 June

ションなので、メニューバーや標準の

ボタンバー、アドレスバーなども配置

されています。これに対して、Web

Browserコントロールのほうはあくま

でもフォームの一部であり、そのよう

なインターフェイスまで自動的に追加

されるわけではありません。しかし、

Webページの内容を表示するペインに

ついてはまったく同じであることがわ

かると思います。もちろん、表示され

たWebページからリンクをたどってゆ

くこともできますし、右ボタンのクリ

ックによるショートカットメニューも

使えます。

このように、Web Browserコントロ

ールを利用すれば、「指定された任意の

サイトにアクセスし、そのHTMLを解

釈して画面に表示する」というWebブ

ラウザの基本機能をAccessフォームに

実装することができます。

フォームにコントロールを

挿入する手順

それでは、自分で作ったフォームに

Web Browserコントロールを挿入し

て、画面デザインを行なう手順につい

て説明します。

Accessのフォームにコントロールを

挿入する方法は、次のような手順とな

ります（コントロールを挿入する手順

はWeb Browser以外のActiveXコント

ロールでもすべて同じです）。

手 順 1 フォームを新規作成します。
既存のフォームであれば、そのデザ

インビューを開きます。

手順2メニューから［挿入］-［Active
Xコントロール］を選択します。「Ac

tiveXコントロールの挿入」ダイアロ

グが表示されたら、コントロールの

一覧から「Microsoft Web Browser」

を選択して、［OK］ボタンをクリッ

クします。

手 順 3フォームにWeb Browserコン
トロールが挿入されたら、あとは一

般的なコントロールと同様、位置や

サイズを調整します（図3）。

Web Browserコントロールは、実際

にWebページを表示することでその役

割を果たします。最近は、Webサイト

の基本デザインとして画面サイズが大

きくなってきているので、このコント

ロールも比較的大きめのサイズに設定

したほうがよいでしょう。

Webページを表示する方法

それでは、図3のフォームを使って

Webページを表示させてみましょう。

Web Browserコントロールには固有

のプロパティウィンドウはありません。

そして、Accessのプロパティシートで

設定できる項目も限られるので、Web

ページへのアクセスは「モジュールを

使う」ことになります。VBAからこの

コントロールのメソッドを操作するこ

とによって、Webページへのアクセス

が実行されます。

具体的にはWeb Browserコントロー

ルの「Navigate」メソッドを使います。

このメソッドの第1引数に、IEのアドレ

スバーに入力するのと同様のURLを文

字列として与えることで、そのアドレ

図1：IEによるWebサイト表示

図3：フォームに挿入されたWeb Browserコン
トロール

図2：AccessによるWebサイト表示




